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芥
川
龍
之
介
「
薮
の
中
」
論

一
人
語
り
の
虚
構
1

は
じ
め
に

「
薮
の
中
」
　
(
『
新
潮
』
大
正
一
一
年
一
月
)
　
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
九

(
1
)

第
二
十
三
話
　
「
具
妻
行
丹
波
国
男
於
大
江
山
被
縛
語
」
　
を
主
な
典
拠
と
し
て
い

る
。
(
本
論
で
は
、
以
後
　
「
具
妻
行
丹
波
国
男
於
大
江
山
被
縛
語
」
　
を
『
今
昔
物

語
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
)

こ
れ
ま
で
の
　
「
薮
の
中
」
　
論
は
、
典
拠
、
参
考
と
さ
れ
た
作
品
に
か
か
わ
っ
て

論
じ
る
も
の
、
作
品
内
の
意
味
の
関
係
に
お
い
て
問
う
も
の
、
構
成
や
、
作
品
内

容
か
ら
抽
出
さ
れ
る
象
徴
の
意
味
を
統
合
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
ど
が
あ
っ
た
。

「
薮
の
中
」
　
は
、
三
人
の
主
要
人
物
で
あ
る
盗
人
の
多
嚢
丸
、
侍
の
武
弘
、
そ
の

妻
の
真
砂
の
語
り
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
い
う
難
解
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
い

ず
れ
の
論
も
、
こ
の
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
に
、
整
合
性
を
与
え
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
三
人
の
主
要
人
物
に
よ
る
語
り
の
食
い
違
い
を
、
物
語
の
な
か
の
意

味
の
関
係
に
求
め
た
り
、
人
間
の
あ
り
方
や
人
生
の
実
態
に
結
び
つ
け
て
考
察
さ

れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
論
は
そ
れ
な
り
に
納
得
さ
せ
ら
れ
る
も
の
の
、
ど
こ
か
に

蜂
る
も
の
が
残
り
、
再
び
語
り
の
食
い
違
い
の
疑
問
に
帰
結
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
れ

吉
　
田

は
、
語
り
の
食
い
違
う
三
つ
の
物
語
を
含
め
て
、
語
ら
れ
る
す
べ
て
が
物
語
上
の

現
実
と
す
る
前
提
で
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
作
品
解
釈
の
あ
り
方
で
、
と
き
に
作
品
の
特
徴
か
ら
あ
る
理
論
の

も
つ
特
性
を
引
い
て
、
作
品
傾
向
を
位
置
づ
け
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
作
品
と

典
拠
と
な
る
作
品
を
比
較
す
る
に
し
て
も
、
視
座
を
ど
こ
に
置
く
か
が
問
題
で
あ

る
。
あ
る
い
は
、
推
理
小
説
と
し
て
書
か
れ
て
い
な
い
作
品
を
謎
解
き
で
解
明
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
風
に
書
か
れ
て
い
な
い
作
品
を
そ
の
よ
う

に
位
置
づ
け
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
「
薮
の
中
」
　
は
、
読
者
の
意
識
を
『
今
昔
物

語
』
の
価
値
観
の
な
か
で
考
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
、
謎
解
き
だ
け
に
向

け
よ
う
と
し
た
作
品
で
も
な
い
。
ま
た
、
「
薮
の
中
」
　
は
大
正
時
代
に
書
か
れ
た

近
代
小
説
で
あ
り
、
意
味
の
多
様
性
や
重
層
性
を
含
ん
で
、
読
者
に
想
像
を
委
ね

る
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
作
品
で
も
な
い
。

本
論
は
物
語
の
前
半
を
物
語
上
の
現
実
と
し
、
後
半
を
時
代
的
文
学
状
況
を
表

す
虚
構
で
あ
る
と
し
て
、
意
味
の
関
係
を
解
明
し
よ
う
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、

第
一
に
構
成
と
語
り
の
あ
り
方
か
ら
、
物
語
の
前
半
と
後
半
は
同
一
次
元
の
ひ
と

続
き
の
物
語
で
な
げ
こ
と
、
第
二
に
後
半
の
物
語
は
男
女
の
情
念
を
語
る
物
語
で

あ
る
が
、
同
時
に
、
一
九
二
一
(
大
正
一
〇
)
　
年
代
の
文
学
的
思
想
状
況
を
暗
示
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す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
点
で
考
察
す
る
。

一
　
犯
人
捜
し
の
物
語
と
情
念
の
物
語

先
ず
、
語
り
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
。

「
薮
の
中
」
の
本
文
は
、
登
場
人
物
の
言
葉
(
証
言
、
白
状
、
俄
悔
、
口
寄
せ
)

と
、
「
多
裏
丸
の
白
状
」
　
な
ど
の
途
中
に
挿
入
さ
れ
た
、
「
(
皮
肉
な
る
微
笑
)
」
　
の

よ
う
な
　
(
)
　
で
記
さ
れ
た
メ
タ
言
語
的
な
コ
メ
ン
ト
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
登

場
す
る
の
は
、
七
人
の
人
物
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
検
非
違
使
が
、
証
言
の
聞
き

役
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
が
言
葉
は
な
い
。
語
ら
れ
る
す
べ
て
の
言
葉
は
、
一

人
称
の
語
り
で
、
証
言
す
る
か
訴
え
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
成
り
行
き
の
解

ら
な
い
読
者
は
、
証
言
の
聞
き
手
の
側
で
あ
る
検
非
違
使
の
立
場
で
事
態
を
把
握

し
始
め
る
。
つ
ま
り
、
読
者
は
無
意
識
の
う
ち
に
訊
問
す
る
側
に
立
た
さ
れ
、
捜

査
の
意
識
で
犯
人
は
誰
か
を
考
え
、
検
非
違
使
の
立
場
の
ま
ま
　
「
薮
の
中
」
　
の
後

半
も
読
み
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
「
清
水
寺
に
来
た
れ
る
女
の
俄
悔
」
、
「
巫

女
の
口
を
借
り
た
る
死
霊
の
物
語
」
　
は
、
検
非
違
使
に
対
す
る
言
葉
と
し
て
は
疑

(
2
)

わ
し
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
読
者
は
検
非
違
使
の
立
場
で
読
み
進
め
る
た
め
、

結
局
犯
人
が
誰
で
あ
る
の
か
を
問
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

モ
ノ
ロ
ー
グ

語
り
は
一
人
称
現
在
の
独
　
言
で
、
発
話
者
が
意
識
的
、
無
意
識
的
に
虚
言
を

弄
さ
な
い
か
ぎ
り
、
物
語
上
の
現
実
と
思
わ
さ
れ
る
。
証
言
の
食
い
違
い
は
、
読

者
に
謎
解
き
へ
の
思
考
を
促
し
た
り
、
事
実
の
相
対
性
へ
と
導
く
。
犯
人
が
誰
か

と
い
う
考
え
に
読
者
の
意
識
を
向
け
な
が
ら
、
犯
人
を
わ
か
ら
な
く
さ
せ
る
の
が

作
者
が
意
図
す
る
戦
略
で
あ
る
。

「
薮
の
中
」
　
は
七
つ
の
物
語
か
ら
成
り
、
「
多
嚢
丸
の
白
状
」
　
ま
で
の
五
つ
の

物
語
は
検
非
違
使
に
対
す
る
証
言
で
あ
る
。
後
半
の
武
弘
、
真
砂
の
二
つ
の
物
語

は
検
非
違
使
に
対
す
る
証
言
で
は
な
く
、
唯
読
者
に
む
け
ら
れ
た
男
女
の
情
念
の

物
語
で
あ
る
。
だ
が
、
「
多
襲
丸
の
白
状
」
　
は
、
検
非
違
使
に
対
す
る
証
言
で
あ

る
と
同
時
に
、
武
弘
、
真
砂
の
物
語
と
同
様
の
男
女
の
情
念
の
物
語
で
も
あ
る
。

「
多
襲
丸
の
白
状
」
　
ま
で
の
物
語
で
は
、
多
襲
丸
の
自
白
に
よ
っ
て
犯
人
が
誰
で

あ
る
か
の
問
題
は
解
決
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
「
多
襲
丸
の
白
状
」
以
後
で
は
、

(
3
)

誰
が
殺
害
し
た
か
不
明
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
「
*
*
*
」
　
を
施
し
て
区
分
す

る
記
号
は
、
「
多
裏
丸
の
白
状
」
　
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
。
仮
に
、
「
*
*
*
」
　
が

「
多
襲
丸
の
白
状
」
　
の
後
に
置
か
れ
た
と
す
る
と
、
話
題
の
重
点
は
多
襲
丸
が
武

弘
を
殺
害
し
た
こ
と
に
傾
き
、
凌
辱
後
の
夫
婦
の
感
情
の
も
つ
れ
の
物
語
は
薄
ら

い
で
く
る
。

「
多
嚢
丸
の
白
状
」
　
で
多
嚢
丸
は
、
武
弘
を
殺
害
し
た
こ
と
を
告
白
し
自
己
の

プ
ラ
イ
ド

か
か
わ
る
事
件
の
成
り
行
き
を
語
り
、
自
己
の
名
誉
を
護
持
し
て
弁
明
す
る
。

多
嚢
丸
と
侍
の
武
弘
は
、
真
砂
の
不
思
議
な
美
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。
だ
が
、

お
う
な

「
検
非
違
使
に
問
は
れ
た
る
姐
の
物
語
」
　
で
姐
は
、
真
砂
を
ご
く
平
凡
な
女
性

と
し
て
語
っ
て
い
る
。
「
*
*
*
」
　
の
前
と
後
と
で
は
、
真
砂
の
雰
囲
気
が
か
な

り
異
な
っ
て
い
る
。
一
方
は
平
凡
な
女
性
で
あ
り
、
他
方
は
女
菩
薩
の
よ
う
な
品

格
あ
る
美
し
さ
が
あ
り
、
ま
た
逆
に
妖
艶
さ
さ
え
漂
わ
せ
る
女
性
で
、
ど
こ
か
謎

め
い
て
い
て
非
現
実
的
で
あ
る
。

三
谷
邦
明
は
、
「
物
語
の
語
り
と
近
代
小
説
-
　
「
薮
の
中
」
　
を
読
む
あ
る
い
は

一
人
称
語
り
の
饗
宴
-
」
　
(
『
文
学
』
一
九
九
八
年
四
月
)
　
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

14

こ
の
四
人
の
　
「
物
語
」
　
の
聞
き
手
が
、
検
非
違
使
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
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て
お
こ
う
。
「
物
語
」
　
は
、
他
者
に
語
り
か
け
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
と
す

る
な
ら
ば
、
続
く
　
「
多
襲
丸
の
白
状
」
　
の
聞
き
手
も
、
検
非
違
使
で
あ
る
こ

と
に
疑
問
を
持
つ
必
要
が
な
い
。
検
非
違
使
別
当
は
重
職
で
、
京
中
の
取
締

・
訴
訟
・
裁
判
・
刑
務
な
ど
警
察
と
司
法
を
兼
ね
、
公
家
で
衛
門
督
や
兵
衛

督
あ
る
い
は
中
納
言
を
兼
ね
て
い
る
人
が
な
る
場
合
が
多
い
。
都
の
庶
民
が

会
う
こ
と
が
で
き
る
最
高
級
の
貴
族
だ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、

冒
頭
文
が
　
「
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
」
　
と
、
「
あ
る
」
　
の
丁
寧
な
言
い
方
で

始
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、
四
人
の
　
「
物
語
」
　
は
、
丁
寧
に
検
非
違
使
に
向
か

っ
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
多
襲
丸
の
白
状
」
　
は
、
「
ご
ざ
い
ま
す
」

ほ
ど
丁
寧
で
は
な
い
も
の
の
、
「
で
す
」
　
「
ま
す
　
(
ま
せ
ん
)
　
が
多
い
」
　
調
で

語
ら
れ
、
四
人
と
は
異
な
り
、
検
非
違
使
を
丁
寧
に
敬
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

不
遜
な
態
度
も
あ
る
と
い
う
ア
ク
セ
ン
ト
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

検
非
違
使
が
聞
い
た
の
は
、
四
人
の
　
「
物
語
」
　
と
　
「
多
襲
丸
の
白
状
」
　
で
語

ら
れ
る
多
嚢
丸
の
告
白
の
み
な
の
で
あ
る
。

三
谷
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、
「
こ
の
意
味
で
は
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
(
権

力
)
　
を
主
題
群
の
一
つ
と
し
て
設
定
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
」
　
と
、
前
半

の
物
語
を
権
力
の
構
図
で
読
み
解
い
て
い
る
。
三
谷
は
、
さ
ら
に
、
「
意
図
的
に
、

こ
の
テ
ク
ス
ト
の
主
題
の
一
つ
が
　
(
権
力
)
　
で
あ
る
こ
と
を
、
盗
人
の
言
葉
を
通

し
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
　
(
明
治
四
三
)
　
年
の
　
「
大
逆
事
件
」

の
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
想
起
さ
れ
る
と
記
す
と
、
考
証
が
な
い
と
批
判
さ
れ
る
だ

ろ
う
が
　
「
皮
肉
な
る
微
笑
」
　
を
浮
か
べ
た
盗
人
の
口
を
借
り
て
、
(
権
力
)
　
批
判

を
試
み
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
近
代
の
　
(
権
力
)
　
批
判
に
も

(
4
)

連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
　
と
、
「
大
逆
事
件
」
　
以
後
か
ら
一
九
二
一
(
大
正
一

○
)
　
年
代
の
政
治
状
況
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
三
谷
は
、
後
半
の
物
語
と
の
関

係
で
、
虚
構
世
界
を
断
罪
す
る
権
力
の
横
暴
と
ま
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。
「
薮

の
中
」
　
は
物
語
後
半
で
真
砂
が
自
分
が
夫
を
殺
害
し
た
と
語
っ
た
り
、
武
弘
が
自

死
し
た
と
語
っ
た
り
し
て
犯
人
が
誰
で
あ
る
か
解
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
検

非
違
使
は
こ
の
二
人
の
言
説
を
聞
く
場
面
に
は
い
な
い
。

芥
川
の
『
澄
江
堂
雑
記
』
は
、
『
今
昔
物
語
』
な
ど
か
ら
材
料
を
と
る
理
由
を

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

と
ら

と
云
ふ
意
味
は
、
今
僕
が
或
テ
エ
マ
を
捉
へ
て
そ
れ
を
小
説
に
書
く
と

す
る
。
さ
う
し
て
そ
の
テ
エ
マ
を
芸
術
的
に
最
も
力
強
く
表
現
す
る
為
に
は
、

或
異
常
な
事
件
が
必
要
に
な
る
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
そ
の
異
常
な
事
件
な

こ
ん
に
ち

る
も
の
は
、
異
常
な
だ
け
そ
れ
だ
け
、
今
日
こ
の
日
本
に
起
っ
た
事
と
し

に

く

　

　

　

　

し

ひ

て
は
書
き
こ
な
し
悪
い
、
も
し
強
て
書
け
ば
、
多
く
の
場
合
不
自
然
の
感

せ
つ
か
く

を
読
者
に
起
さ
せ
て
、
そ
の
結
果
折
角
の
テ
エ
マ
ま
で
も
犬
死
を
さ
せ
る

事
に
な
っ
て
し
ま
ふ
。

(
『
澄
江
堂
雑
記
』
「
三
十
一
昔
」
大
正
七
年
～
十
三
年
)

こ

ん

に

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

く

芥
川
は
、
「
今
日
こ
の
日
本
に
起
っ
た
事
と
し
て
は
書
き
こ
な
し
悪
い
」
と
し
、

不
自
然
の
障
樽
を
さ
け
る
た
め
に
、
舞
台
を
昔
に
求
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
芥

川
が
感
じ
た
当
時
の
文
学
的
危
機
の
状
況
を
小
説
に
す
る
に
は
、
「
書
き
こ
な
し

に
く悪

い
」
　
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

「
薮
の
中
」
　
の
後
半
の
物
語
は
、
多
嚢
丸
、
武
弘
、
真
砂
の
そ
れ
ぞ
れ
三
人
の

語
り
が
殺
人
(
自
死
)
を
認
め
て
お
り
、
そ
の
意
味
(
罪
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
)

ス
タ
ン
ス

で
の
弁
明
が
見
ら
れ
な
い
。
三
人
の
人
物
は
、
犯
罪
の
罪
の
認
識
と
は
別
の
向
き
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に
立
っ
て
い
る
。

三
人
の
人
物
の
語
り
を
、
物
語
上
の
現
実
と
見
立
て
た
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
論

で
あ
っ
た
。
三
人
の
言
説
が
物
語
上
の
現
実
で
同
時
に
寓
話
で
あ
り
、
前
半
の
物

語
と
異
な
っ
た
虚
構
世
界
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
こ
の
論
の
主
張
で
あ
る
。

前
半
の
犯
人
捜
し
と
い
う
物
語
は
、
自
白
し
た
多
嚢
丸
が
犯
人
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
決
着
が
つ
く
。
後
半
の
物
語
は
互
い
の
発
言
内
容
の
矛
盾
は
あ
る
も
の
の
、

武
弘
を
殺
し
た
　
(
自
死
を
含
め
て
)
　
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
前
半
の
物
語
は
、
三

人
の
言
説
を
無
視
し
て
、
多
嚢
丸
を
断
罪
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
半
の

物
語
は
、
物
語
上
の
現
実
の
三
人
の
語
り
が
あ
る
が
、
語
ら
れ
る
内
実
は
寓
話
で

あ
り
、
虚
構
な
の
で
あ
る
。

二
　
一
九
二
一
八
大
正
一
〇
)
年
代
の
文
学
的
状
況

芥
川
龍
之
介
が
生
ま
れ
た
の
は
、
一
八
九
二
　
八
明
治
二
五
)
　
年
三
月
一
日
で
あ

る
。
そ
の
三
年
前
の
一
八
八
九
　
(
明
治
二
二
)
　
年
二
月
十
一
日
に
大
日
本
帝
国
憲

法
が
制
定
さ
れ
、
翌
年
十
月
三
十
日
に
教
育
勅
語
　
(
「
教
育
二
関
ス
ル
勅
語
」
)
　
が

発
布
さ
れ
て
天
皇
制
中
央
集
権
国
家
が
急
速
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
芥
川
が
一

八
歳
で
第
一
高
等
学
校
に
入
学
し
た
年
に
大
逆
事
件
　
(
一
九
一
〇
　
(
明
治
四
三
)

年
五
月
二
五
日
)
　
が
起
き
て
い
る
。
徳
富
産
花
は
、
本
郷
第
一
高
等
学
校
第
一
大

教
場
で
、
大
逆
事
件
を
正
当
化
す
る
　
「
謀
叛
論
」
　
(
一
九
一
一
年
　
(
明
治
四
四
)

年
二
月
一
日
)
I
を
弁
舌
し
た
。

一
方
、
一
九
一
七
　
八
大
正
六
)
　
年
二
月
に
ロ
シ
ア
革
命
が
起
こ
り
、
一
一
月
ソ

た
ね
ま

ビ
エ
ト
政
権
が
樹
立
さ
れ
た
。
「
文
芸
戦
線
」
　
の
前
身
で
あ
る
文
芸
雑
誌
　
「
種
蒔

く
人
」
　
(
一
九
二
一
(
大
正
一
〇
)
　
年
　
(
二
三
年
廃
刊
)
　
)
が
、
小
牧
近
江
、
今
野

賢
三
、
金
子
洋
文
ら
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。
一
九
二
二
八
大
正
一
〓
年
七
月
、

堺
利
彦
、
山
川
均
ら
に
よ
っ
て
、
第
一
次
共
産
党
が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
一
〇
(
明

治
四
三
)
　
年
に
起
き
た
大
逆
事
件
以
来
、
「
薮
の
中
」
　
が
執
筆
さ
れ
た
一
九
二
一

へ
大
正
一
〇
)
　
年
ま
で
に
数
多
く
の
政
治
事
件
、
テ
ロ
事
件
、
弾
圧
事
件
が
勃
発

し
て
い
る
。
一
九
二
一
(
大
正
一
〇
)
　
年
前
後
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
リ
ズ
ム
と
皇

国
主
義
に
よ
る
、
闘
争
と
弾
圧
が
交
錯
す
る
日
本
の
歴
史
上
最
も
激
し
い
思
想
闘

争
の
時
代
で
あ
っ
た
。
一
九
一
九
　
(
大
正
八
)
　
年
あ
た
り
か
ら
労
働
文
学
は
成
熟

し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
台
頭
へ
と
向
か
っ
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の

も
た
ら
し
た
激
震
は
、
文
学
者
た
ち
に
社
会
意
識
の
問
題
を
突
き
つ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
、
文
学
作
品
を
掲
載
す
る
媒
体
の
増
加
、
読
者
層
の
拡
大
、
出
版

資
本
主
義
の
伸
張
な
ど
、
出
版
を
取
り
巻
く
状
況
も
一
変
し
た
。
既
成
作
家
た
ち

は
、
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

有
島
武
郎
の
「
宣
言
一
つ
」
(
「
改
造
」
一
九
二
二
(
大
正
〓
)
年
一
月
)
は
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
特
質
と
も
言
え
る
他
の
階
級
か
ら
の
不
干
渉
と
独
自
性
、

時
代
が
向
か
う
必
然
を
説
い
て
い
る
。
有
島
は
、
「
宣
言
一
つ
」
　
の
発
表
後
、
北

海
道
狩
太
村
の
農
場
、
資
産
を
開
放
し
、
婦
人
公
論
記
者
の
波
多
野
秋
子
と
心
中

す
る
。
有
島
の
死
が
姦
通
罪
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
批
評
は

彼
の
性
格
、
気
質
に
よ
る
も
の
に
帰
結
さ
せ
て
い
る
。

信
夫
清
三
郎
の
命
名
に
よ
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
民

主
主
義
的
、
自
由
主
義
的
な
風
潮
、
思
潮
を
色
濃
く
映
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
こプ

チ

の
こ
と
ば
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
き
な
時
代
の
流
れ
は
、
そ
こ
に
生
き
た
小

ブ
ル
ジ
ョ
ア
作
家
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
ー
の
苦
悶
を
呑
み
こ
ん
で
物
語
を
紡
ぐ

の
で
あ
る
。
す
で
に
イ
ン
テ
リ
排
撃
の
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
、
労
働
者
階
級
の
戦

い
は
高
揚
に
向
っ
て
い
た
。
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『
讃
棄
新
聞
　
八
十
年
史
』
は
、
時
代
の
文
化
的
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

日
本
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
な
る
も
の
が
台
頭
し
た
の
は
、
大
正
一
〇
年

か
ら
二
年
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
も
う
そ
の
こ
ろ
に
は
朝
日
、
東
日
、
時
事
、

国
民
な
ど
に
も
文
芸
欄
な
い
し
は
学
芸
欄
が
設
け
ら
れ
、
文
芸
記
事
は
読
売

の
独
占
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
読
売
の
文
芸
欄
を
し
て
特
色
あ
ら
し

め
た
も
の
は
、
実
に
無
名
新
人
の
登
用
で
あ
り
、
新
興
文
学
へ
の
紙
面
の
解

放
で
あ
っ
た
。

(
『
讃
貴
新
聞
八
十
年
史
』
読
売
新
聞
社
一
九
五
五
年
一
二
月
)

コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
や
ア
ナ
ア
キ
ズ
ム
の
思
想
を
作
品
の
中
へ
加
へ
る
こ
と
は

必
ず
し
も
む
づ
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
が
、
そ
の
作
品
の
中
に
石
炭
の
や

ひ
つ
き
よ
う

う
に
黒
光
り
の
す
る
詩
的
荘
厳
を
与
へ
る
も
の
は
畢
　
寛
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的

魂
だ
け
で
あ
る
。

読
売
新
聞
社
の
記
念
誌
は
、
文
芸
に
対
す
る
社
横
を
誇
る
言
説
に
飾
ら
れ
て
い

る
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
発
祥
の
時
期
と
趨
勢
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
芥か

え

川
も
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
文
芸
と
云
ふ
も
の
が
こ
の
頃
や
っ
と
始
ま
り
L
は
、
反

っ
て
遅
す
ぎ
る
位
な
り
」
　
(
ア
ン
ケ
ー
ト
　
「
階
級
文
峯
に
対
す
る
私
の
態
度
」
『
改

造
』
一
九
二
三
年
二
月
　
の
ち
　
「
「
改
造
」
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
峯
の
可
否
を
問
ふ
」

と
改
題
)
　
と
語
り
、
「
文
峯
的
な
、
繰
り
に
文
峯
的
な
」
　
(
『
改
造
』
)
　
昭
和
二
年
六

月
　
(
四
月
～
八
月
)
)
　
で
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

僕
等
は
僕
等
の
魂
に
階
級
の
刻
印
を
打
た
れ
て
ゐ
る
。
の
み
な
ら
ず
僕
等

を
拘
束
す
る
も
の
は
必
ず
し
も
階
級
ば
か
り
で
は
な
い
。
地
理
的
に
も
大
は

日
本
か
ら
小
は
一
市
一
村
に
至
る
ま
で
僕
等
の
出
生
地
も
拘
束
し
て
ゐ
る
。

そ
の
他
遺
伝
や
境
遇
等
も
考
え
れ
ば
、
僕
等
は
僕
等
自
身
の
複
雑
で
あ
る
こ

と
に
驚
嘆
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。

こ
の
言
説
は
、
有
島
と
同
様
に
自
己
の
所
属
す
る
階
級
へ
の
こ
だ
わ
り
を
語
っ

て
お
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
リ
ズ
ム
に
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
一
定
の
距
離
を
置
く

姿
勢
が
窺
え
る
。
芥
川
は
自
伝
的
小
説
『
大
導
寺
信
輔
の
半
生
』
(
一
九
二
四
(
大

正
十
三
)
　
年
十
二
月
)
　
で
も
、
「
下
流
階
級
の
貧
困
で
は
な
か
っ
た
。
が
、
体
裁

を
繕
ふ
為
に
よ
り
苦
痛
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
中
流
下
層
階
級
の
貧
困
だ
っ

た
」
と
語
っ
て
お
り
、
自
身
を
中
流
下
層
階
級
と
位
置
づ
け
て
い
た
。

後
に
宮
本
療
治
は
　
「
敗
北
の
文
學
」
　
(
『
文
垂
評
論
』
六
番
社
一
九
三
七
年
二

プ
チ

月
)
で
、
こ
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
と
芥
川
の
破
綻
と
を
結
び
つ
け
て
批
判
し
た
。

有
島
も
芥
川
も
キ
リ
ス
ト
教
、
社
会
主
義
に
理
解
を
示
す
も
の
の
、
文
壇
的
代
表

者
の
位
置
に
あ
り
、
社
会
主
義
者
で
は
な
い
。
大
正
前
期
は
自
然
主
義
、
ロ
マ
ン

主
義
、
労
働
文
学
の
間
に
は
理
論
的
な
対
立
は
あ
っ
た
も
の
の
ゆ
る
や
か
に
共
存

し
て
い
た
。
一
九
二
三
　
(
大
正
十
二
)
　
年
九
月
の
関
東
大
震
災
前
後
か
ら
そ
の
対

立
は
激
化
し
、
上
、
中
流
出
身
の
知
識
人
の
啓
蒙
の
役
割
も
崩
壊
し
て
い
っ
た
。

モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
不
安
定
な
日
常
の
中
に
揺
れ
動
く
個
人
の
内
面
を
捉
え
よ
う
と

し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
人
間
を
図
式
的
に
動
か
し
て
い
る
と
見
た
。
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
は
、
組
織
的
連
帯
に
よ
っ
て
既
成
の
権
力
的
組
織
を
破
り
出
て
行
く

人
間
像
を
描
く
の
が
基
本
目
標
で
あ
り
、
社
会
的
レ
ベ
ル
の
視
野
を
持
た
な
い
も

の
は
芸
術
的
価
値
が
劣
る
と
見
た
。

宮
島
新
三
郎
は
、
菊
池
、
芥
川
の
文
学
的
立
場
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
し
て
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う
ま
い
な
、
面
白
い
な
、
よ
く
書
け
て
ゐ
る
な
と
は
感
ぜ
し
め
る
が
、
深

く
人
間
生
活
の
根
本
問
題
を
考
へ
さ
せ
る
と
か
、
謹
む
者
の
心
の
底
に
強
い

刺
激
を
輿
へ
る
と
い
ふ
こ
と
が
殆
ど
な
い
。
所
詮
は
垂
術
至
上
主
義
の
文
學

で
あ
り
、
享
欒
垂
術
で
あ
っ
て
、
暗
示
の
垂
術
で
も
、
力
の
峯
術
で
も
な
い
。

従
っ
て
次
の
時
代
を
支
配
す
べ
く
、
最
早
や
用
の
な
い
峯
術
で
あ
り
、
文
學

で
あ
る
。
役
目
は
終
っ
て
ゐ
る
。
若
し
終
っ
て
ゐ
な
い
と
す
れ
ば
、
今
ま
で

吸
取
っ
て
乗
た
若
気
を
呼
吸
し
て
、
辛
う
じ
て
生
き
て
い
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階

級
の
享
楽
機
関
と
し
て
だ
け
の
存
在
意
義
し
か
持
っ
て
ゐ
な
い
。
所
詮
は
ブ

ル
ジ
ョ
ア
社
合
の
崩
壊
と
共
に
亡
び
る
学
垂
術
で
あ
ら
う
。

(
宮
島
新
三
郎
『
大
正
文
学
一
四
講
』
昭
和
一
三
年
三
月
大
洋
社
)

当
時
の
政
治
運
動
を
支
柱
に
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
、
単
純
で
未
熟
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
芥
川
の
小
説
作
法
は
、
虚
構
を
大
き
く
生
か

そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
精
神
の
自
由
と
詩
的
精
神
へ
の
関
心
で
あ
っ
た
。

木
村
毅
宛
書
簡
　
(
大
正
一
五
年
五
月
三
〇
日
)
　
で
、
芥
川
は
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

英
文
学
者
で
も
あ
る
宮
島
新
三
郎
の
言
説
で
あ
る
。
宮
島
は
菊
池
、
芥
川
の
文

学
を
低
く
評
価
し
て
い
る
が
、
大
正
末
期
の
「
種
蒔
く
人
」
か
ら
、
「
文
芸
戦
線
」

へ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
躍
進
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

社
会
の
資
本
主
義
化
と
出
版
界
の
変
化
に
よ
る
イ
ン
テ
リ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学

(
文
壇
)
　
の
衰
微
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
台
頭
は
、
時
代
の
階
級
性
の
激
化
と

並
ん
で
、
構
図
的
に
も
明
瞭
に
な
っ
て
く
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
は
ブ
ル
ジ
ョ

ア
文
学
を
凌
駕
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
　
「
薮
の
中
」
　
の
三
つ
の
語
り

芥
川
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
流
れ
を
肯
定
し
必
然
と
し
な
が
ら
も
、

B
r
O
W
n
i
n
g
の
D
r
P
ヨ
巴
i
c
　
】
y
r
i
c
が
小
生
に
影
響
せ
る
は
貴
意
の
通
り
な

り
。
こ
れ
は
報
恩
記
の
み
な
ら
ず
「
薮
の
中
」
に
於
い
て
も
試
み
し
も
の
に
御

座
候
。

(
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
一
一
巻
』
一
九
七
八
年
六
月
岩
波
書
店
)

(
5
)

こ
の
言
説
は
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
が
、
「
薮
の
中
」
　
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
語
っ

た
も
の
で
あ
る
。
ロ
マ
ン
主
義
の
詩
は
、
詩
人
自
身
が
語
り
手
で
あ
る
た
め
皮
肉

ド

ラ

マ

テ

ィ

ツ

ク

モ

ノ

ロ

ー

グ

な
要
素
を
語
り
に
く
か
っ
た
が
、
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
は
、
劇
　
的
　
独
　
白
で
、

作
者
の
感
情
、
思
想
を
表
現
す
る
叙
情
詩
の
形
式
を
確
立
し
た
。
劇
的
独
白
は
、

登
場
人
物
(
架
空
の
語
り
手
)
が
一
人
語
り
で
、
他
の
人
物
と
は
関
係
な
く
心
情
、

真
相
を
披
涯
す
る
も
の
で
あ
る
。
劇
的
叙
情
は
、
芥
川
の
い
う
詩
的
精
神
に
通
じ

る
も
の
で
あ
る
。
劇
的
独
白
は
、
作
家
と
登
場
人
物
を
切
り
離
す
も
の
で
あ
る
が
、

低
値
と
塊
偏
師
の
関
係
の
よ
う
に
、
登
場
人
物
の
背
後
に
作
家
の
影
が
ち
ら
つ
く

も
の
で
も
あ
る
。

ま
た
、
寓
話
は
読
み
手
が
認
識
す
る
現
実
的
事
象
と
、
物
語
の
類
似
性
を
も
っ

て
認
定
し
、
相
似
形
と
見
な
す
こ
と
で
成
り
立
つ
。
寓
話
は
読
み
手
の
想
像
に
よ

っ
て
そ
の
本
質
を
変
え
る
も
の
で
も
あ
る
。

『
今
昔
物
語
』
　
の
侍
は
、
女
が
暴
漢
に
襲
わ
れ
る
が
、
不
甲
斐
な
い
男
だ
と
女

18
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に
罵
ら
れ
な
が
ら
も
、
共
に
京
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
薮
の
中
」
　
の
侍
で
あ

る
武
弘
は
、
不
可
解
な
死
を
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

お
う
な

「
薮
の
中
」
　
前
半
の
　
「
検
非
違
使
に
間
は
れ
た
る
姐
の
物
語
」
　
の
証
言
に
よ

る
真
砂
は
凡
庸
な
女
性
で
あ
っ
た
。
後
半
の
怪
し
い
妖
艶
さ
を
も
つ
真
砂
と
の
相

違
、
多
襲
丸
、
武
弘
、
真
砂
が
語
る
武
弘
を
殺
害
　
(
自
死
を
含
む
)
　
し
た
の
が
自

分
た
ち
で
あ
る
と
す
る
矛
盾
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
の
背
後
に
、
見
立
て
と
い
う

か
な
え

虚
構
世
界
を
置
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
三
人
の
語
り
は
、
鼎
状
に
他
者
の
発

話
と
関
係
は
な
く
、
独
自
の
物
語
で
自
己
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
論
者
は

こ
の
三
人
の
主
張
が
、
何
か
を
見
立
て
た
語
り
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
多

嚢
丸
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
、
武
弘
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
、
真
砂
は
文
学

の
宿
命
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

多
裏
丸
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
関
係
の
類
似
性
は
、
野
性
と
暴
力
で
あ
り
、

対
象
で
あ
る
武
弘
　
(
ブ
ル
ジ
ョ
ア
作
家
)
　
を
凌
駕
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ

プ
チ

る
。
武
弘
と
　
(
小
)
　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
作
家
の
関
係
の
類
似
性
は
、
置
か
れ
て
い
る

階
級
が
、
支
配
者
で
は
な
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
リ
ズ
ム
　
(
多
裏
丸
)
、
の
当
面
の

敵
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
　
(
絶
望
的

で
活
路
を
見
出
せ
ず
、
自
滅
す
る
)
　
運
命
に
あ
る
。
真
砂
と
文
学
の
関
係
の
類
似

性
は
、
独
自
に
存
立
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
依
存
性
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
こ
と

か
ら
来
る
移
り
気
的
な
窓
意
性
で
あ
る
。

多
妻
丸
の
語
り
の
な
か
に
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
リ
ズ
ム
が
主
張
す
る
言
説
が
含

ま
れ
て
い
る
。

な
る
ほ
ど

の
言
葉
だ
け
で
も
殺
す
で
せ
う
。
成
程
血
は
流
れ
な
い
、
男
は
立
派
に
生

き
て
ゐ
る
、
1
-
し
か
し
そ
れ
で
も
殺
し
た
の
で
す
。
罪
の
深
さ
を
考
へ

て
見
れ
ば
、
あ
な
た
方
が
悪
い
か
、
わ
た
し
が
悪
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
(
皮

肉
な
る
微
笑
)

多
襲
丸
が
検
非
違
使
に
向
か
っ
て
述
べ
る
言
葉
で
あ
る
が
、
『
今
昔
物
語
』
　
の

盗
人
で
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
思
想
で
あ
る
。
ま
た
、
盗
人
の
殺
人
容
疑
者
が
語

る
こ
の
よ
う
な
言
説
は
被
疑
者
の
利
益
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
言
説
に
は
、
権
力

の
関
係
が
隠
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
リ
ズ
ム
が
、
革
命
の
た
め

の
暴
力
を
肯
定
し
た
論
法
を
想
起
さ
せ
る
。
近
代
的
思
想
を
含
ま
せ
て
語
ら
せ
て

い
る
の
は
、
多
嚢
丸
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
リ
ズ
ム
に
関
係
づ
け
る
た
め
で
あ
る
。

19

唯
わ
た
し
は
殺
す
時
に
、
腰
の
刀
を
使
ふ
の
で
す
が
、
あ
な
た
方
は
太
刀

は
使
は
な
い
、
唯
権
力
で
殺
す
、
金
で
殺
す
、
ど
う
か
す
る
と
お
為
ご
か
し

裟
婆
苦
を
裟
婆
苦
だ
け
に
し
た
い
も
の
は

コ
ム
ミ
ユ
ニ
ス
ト
の
梶
棒
を
ふ
リ
ま
は
せ

裟
婆
苦
を
す
っ
か
り
失
ひ
た
い
も
の
は

ピ
ス
ト
ル
で
頭
を
う
ち
抜
い
て
了
へ

(
1
信
　
条
-
書
誌
)

ア
フ
オ
リ
ズ
ム

こ
れ
は
芥
川
の
歳
　
言
的
表
現
で
社
会
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
封
建
的

道
徳
性
か
ら
脱
皮
で
き
な
い
侍
の
武
弘
は
、
嫉
妬
、
怨
恨
の
う
ち
に
自
害
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

宮
本
顕
治
は
芥
川
の
文
学
的
姿
勢
に
つ
い
て
、
「
こ
の
　
「
社
合
」
　
に
封
す
る
恐

れ
は
、
具
健
的
に
二
つ
の
も
の
に
分
析
出
乗
る
。
一
つ
は
い
や
お
う
な
し
に
　
「
清

朗
の
人
」
　
に
祭
り
上
げ
て
、
氏
を
鎖
に
か
け
た
古
い
道
徳
的
雰
囲
気
で
あ
り
、
一



芥川龍之介「薮の中」論

つ
は
資
本
主
義
の
悪
を
み
と
め
て
そ
の
中
に
安
住
す
る
自
身
を
恥
じ
る
心
で
あ
ろ

う
。
(
「
問
答
」
　
の
章
参
照
)
　
こ
れ
ら
は
氏
の
小
ぢ
ん
ま
り
し
た
生
活
型
か
ら
生
ま

れ
た
必
然
的
な
破
綻
で
あ
る
。
」
　
(
宮
本
顕
治
　
「
敗
北
の
文
学
」
)
　
と
、
共
産
主
義

者
の
視
点
で
身
の
処
し
方
を
批
判
し
た
。
文
学
に
お
け
る
思
想
的
対
立
は
疲
労
し

た
芥
川
の
精
神
に
巣
く
っ
て
い
た
重
い
悩
み
事
で
あ
っ
た
。

「
清
水
寺
に
来
た
れ
る
女
の
俄
悔
」
　
は
、
三
谷
の
論
文
で
も
分
析
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
「
俄
悔
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
語
る
対
象
に
敬
意
が
見
ら
れ
ず
、
「
わ

ふ

が

ひ

た
し
の
や
う
に
腑
甲
斐
な
い
も
の
は
、
大
慈
大
悲
の
観
音
菩
薩
も
、
お
見
放
し
な

す
っ
た
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
　
と
、
清
水
寺
の
観
音
菩
薩
、
あ
る
い
は
住
職
に

俄
悔
す
る
語
り
と
は
思
え
な
い
様
相
を
示
し
て
い
る
。
「
俄
悔
」
　
に
つ
い
て
芥
川

は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

古
人
は
神
の
前
に
俄
悔
し
た
。
今
人
は
社
会
の
前
に
俄
悔
し
て
ゐ
る
。
す

る
と
阿
呆
や
悪
薫
を
除
け
ば
、
何
び
と
も
何
か
に
俄
悔
せ
ず
に
は
、
裟
婆
苦

に
堪
へ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

(
『
保
儒
の
言
葉
』
)

真
砂
の
言
葉
は
俄
悔
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
が
、
宿
命
の
悲
劇
を
社
会
、

読
者
に
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
多
襲
丸
の
物
語
は
、
「
生
き
残
っ
た
男
に
連
れ

添
ひ
た
い
」
　
と
真
砂
に
い
わ
れ
、
武
弘
と
闘
う
が
、
結
局
は
真
砂
の
姿
を
見
失
っ

て
し
ま
う
。
武
弘
の
物
語
は
、
凌
辱
の
後
、
多
襲
丸
の
説
得
を
聞
き
入
っ
て
い
る

真
砂
に
嫉
妬
す
る
。
真
砂
は
多
襲
丸
に
、
「
あ
の
人
を
殺
し
て
く
だ
さ
い
。
」
　
と
唆

せ
た
。
武
弘
は
嫉
妬
と
怨
恨
の
う
ち
に
自
害
す
る
。
真
砂
の
物
語
は
　
「
あ
な
た
は

わ
た
し
の
恥
を
御
覧
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
こ
の
健
あ
な
た
一
人
を
お
残
し

申
す
訳
に
は
参
り
ま
せ
ん
。
」
　
と
武
弘
を
殺
害
す
る
。
そ
の
後
、
自
死
で
き
な
か

っ
た
真
砂
は
、
清
水
寺
に
現
れ
て
途
方
に
暮
れ
る
の
で
あ
る
。

芥
川
龍
之
介
　
「
「
大
正
八
年
度
の
文
芸
界
」
一
概
観
」
　
は
、
大
正
八
年
度
の
文

学
の
傾
向
と
し
て
評
論
を
加
え
な
が
ら
、
「
と
云
ふ
の
は
彼
等
が
全
体
と
し
て
、

意
識
的
に
或
は
無
意
識
的
に
、
自
然
主
義
以
来
代
る
〈
日
本
の
文
壇
に
君
臨
し

た
、
「
真
」
　
と
　
「
美
」
　
と
　
「
善
」
　
と
の
三
つ
の
理
想
を
調
和
し
や
う
と
し
て
ゐ
る

事
で
あ
る
。
」
　
と
述
べ
て
い
る
。
三
つ
の
理
想
の
い
ず
れ
の
上
に
力
点
を
置
く
か

は
別
に
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
が
こ
れ
ら
の
概
念
を
基
礎
に
形
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
女
史
は
、
『
菊
と
刀
』
(
一

九
四
八
年
)
　
で
、
日
本
の
文
化
が
恥
の
文
化
だ
と
記
し
た
が
、
道
徳
の
規
範
を
儒

教
の
思
想
を
背
後
に
置
く
恥
と
す
る
も
の
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
を
支
え
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
凌
辱
の
後
、
さ
ら
に
悲
劇
に
ま
き
こ
ん
だ
の
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文

化
が
形
成
す
る
恥
の
思
想
で
あ
る
。

検
非
違
使
と
い
う
権
力
は
、
武
弘
(
「
巫
女
の
口
を
借
り
た
る
死
霊
の
物
語
」
)
、

真
砂
(
「
清
水
寺
に
来
た
れ
る
女
の
俄
悔
」
)
の
言
説
を
聞
い
て
い
な
い
の
で
あ
り
、

文
学
的
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
な
く
、
多
襲
丸
の
白
状
を
も
っ
て
処
断
す
る
は
ず

で
あ
る
。
「
薮
の
中
」
　
は
、
検
非
違
使
　
(
権
力
)
　
が
、
多
嚢
丸
　
(
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

リ
ズ
ム
)
　
を
弾
圧
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
後
半
の
物
語
は
多
襲
丸
を
含
め
た
弾
圧

さ
れ
る
内
実
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
弾
圧
さ
れ
る
内
実
と
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
混
迷
し
た
文
学
的
状
況
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
権
力
は
そ
の
状
況
に
介
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
正
文
学
は
、
明
治
四
三
年
、
「
白
樺
」
　
(
一
九
一
〇
　
(
明
治
四
三
)
年
四
月
)
、

「
三
田
文
学
」
　
(
一
九
一
〇
　
(
明
治
四
三
)
　
年
五
月
)
、
「
新
思
潮
」
　
(
第
二
次
一
九

一
〇
　
(
明
治
四
三
)
　
年
九
月
)
　
な
ど
に
始
ま
っ
て
、
昭
和
二
年
の
芥
川
の
死
に
よ

20
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っ
て
終
鳶
を
迎
え
た
と
さ
れ
る
。
複
雑
な
文
学
事
情
を
単
純
化
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
一
九
二
一
(
大
正
一
〇
)
　
年
代
の
文
学
的
事
情
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
の
台
頭
と
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
の
消
滅
、
そ
の
間
で
揺
れ
動
く
文
学
と
い
う

シ
ナ
リ
オ
を
置
く
こ
と
は
、
世
相
を
語
る
一
つ
の
あ
り
方
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

文
学
事
情
を
措
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
薮
の
中
」
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

芥
川
は
　
「
わ
た
し
は
不
幸
に
も
知
っ
て
ゐ
る
。
時
に
は
嘘
に
依
る
外
は
語
ら
れ

ぬ
眞
賓
も
あ
る
こ
と
を
。
」
　
(
『
保
儒
の
言
葉
』
)
」
　
と
、
語
っ
て
い
る
。
「
薮
の
中
」

の
一
九
二
一
(
大
正
一
〇
)
　
年
代
の
文
学
的
状
況
を
背
後
に
持
つ
内
実
は
、
芥
川

自
身
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

ス
ト
ー
リ
ー

芥
川
が
　
「
薮
の
中
」
　
で
『
今
昔
物
語
』
　
の
物
　
語
を
借
り
て
、
同
時
代
の
文
学

的
状
況
を
語
ろ
う
と
し
た
の
は
い
く
つ
か
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
政
治
的

に
く

課
題
を
抱
え
た
文
学
的
状
況
を
小
説
化
す
る
に
は
、
「
書
き
こ
な
し
悪
い
」
　
も
の

が
あ
っ
た
。
第
二
は
、
芥
川
が
　
「
薮
の
中
」
　
で
詩
的
精
神
を
め
ざ
し
た
も
の
は
、

筋
の
面
白
さ
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
語
り
の
劇
的
独
白
と
、
比
喩
表
現
と
い
う
手

法
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
三
は
、
同
時
代
の
文
学
的
状
況
は
、
小
説
家
の
芥
川
自

身
の
あ
り
方
に
か
か
わ
る
重
大
な
課
題
で
あ
っ
た
。

「
薮
の
中
」
　
を
、
三
つ
の
物
語
に
分
割
し
て
、
情
感
的
動
態
性
を
物
語
の
象
徴

の
言
葉
と
し
て
結
ぶ
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
物
語
の
展
開
を
同
一
次
元
の
現

実
と
見
る
限
り
、
事
実
の
相
対
性
と
し
て
三
つ
の
死
を
生
む
こ
と
に
な
り
構
成
上

の
不
可
解
さ
を
残
す
。

レ
イ
プ

凌
辱
、
女
の
美
し
さ
、
殺
意
と
い
う
観
念
の
あ
り
方
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が

レ
イ
プ

考
え
ら
れ
る
。
凌
辱
と
三
つ
の
物
語
の
死
を
結
ん
で
、
一
つ
の
情
動
的
物
語
と
し

て
収
欽
す
る
観
念
の
構
成
は
、
例
え
ば
　
「
袈
裟
と
盛
遠
」
　
(
『
中
央
公
論
』
一
九
一

八
　
八
大
正
七
)
　
年
四
月
)
　
と
の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。
「
袈
裟
と
盛
遠
」
　
の
袈
裟

の
語
り
と
、
盛
遠
の
語
り
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
、
今
様
の
　
「
げ
に
人
間
の
心

こ
そ
、
無
明
の
闇
も
異
な
ら
ね
、
/
た
だ
煩
悩
の
火
と
燃
え
て
、
消
ゆ
る
ば
か
り

い
の
ち

ぞ
命
な
る
。
」
　
は
、
「
薮
の
中
」
　
の
主
題
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

プ

ラ

イ

ド

三
人
の
人
物
が
演
じ
る
自
尊
心
、
蔑
み
と
依
存
、
嫉
妬
な
ど
の
情
動
は
、
人
間

の
悲
し
い
欲
望
に
か
か
わ
る
情
念
で
あ
る
。
「
薮
の
中
」
　
は
、
多
嚢
丸
に
よ
る
凌

辱
に
よ
っ
て
、
平
凡
な
若
い
夫
婦
の
な
か
の
醜
悪
な
欲
望
、
人
間
の
哀
れ
さ
を
露

呈
さ
せ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
物
語
に
即
し
て
解
釈
し
て
も
な
お
不
自
然
さ
が

残
る
。
侍
で
あ
る
武
弘
を
殺
害
し
た
の
は
誰
か
、
前
半
の
　
「
検
非
違
使
に
問
は
れ

お
う
な

た
る
姐
の
物
語
」
　
の
証
言
に
よ
る
真
砂
の
凡
庸
さ
と
、
後
半
の
怪
し
い
妖
艶
さ

レ
イ
プ

の
差
異
の
疑
問
で
あ
る
。
真
砂
は
、
凌
辱
さ
れ
た
後
、
多
嚢
丸
に
夫
の
武
弘
を
殺

害
さ
せ
よ
う
と
唆
せ
、
そ
の
上
で
連
れ
添
い
た
い
と
、
異
常
な
ま
で
に
男
性
へ
の

依
存
に
執
着
し
窓
意
的
に
振
る
舞
っ
た
。
ま
た
、
多
裏
丸
、
武
弘
、
真
砂
の
発
言

ス
タ
ン
ス

は
、
殺
人
の
罪
の
認
識
の
向
き
で
は
な
く
、
置
か
れ
た
状
況
で
自
己
を
主
張
し

た
。
そ
れ
ら
は
、
「
薮
の
申
し
　
に
文
学
的
状
況
を
背
後
に
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら

く
る
謎
で
あ
り
、
読
者
へ
の
暗
示
で
あ
る
。

「
薮
の
中
」
　
は
、
百
編
以
上
も
の
論
文
を
生
ん
で
い
る
稀
な
作
品
の
一
つ
で
あ

る
。
「
薮
の
中
」
　
は
必
ず
し
も
人
間
の
生
き
方
と
し
て
、
読
者
に
深
く
感
動
を
与

え
る
傾
向
の
作
品
で
は
な
い
。
構
成
的
に
も
そ
れ
ほ
ど
複
雑
な
も
の
で
も
な
い
。

読
者
の
関
心
を
犯
人
捜
し
に
仕
向
け
な
が
ら
、
多
嚢
丸
、
武
弘
、
真
砂
そ
れ
ぞ
れ

の
語
り
を
食
い
違
わ
せ
た
戦
略
に
、
研
究
者
の
好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
た
た
め
で
あ
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芥川龍之介「薮の中」論

る
。
ま
た
、
理
解
し
う
ら
い
芥
川
独
自
の
一
九
二
一
(
大
正
一
〇
)
　
年
代
の
文
学

的
状
況
が
秘
か
に
沈
め
ら
れ
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
。

注(
1
)
　
「
薮
の
中
」
　
は
他
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
九
第
一
九
話
「
袴
垂
於
関
山
虚
死
殺

人
語
」
　
の
殺
人
的
要
素
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
九
第
二
話
「
多
裏
丸
調
伏
丸
二

人
盗
人
語
」
　
か
ら
盗
人
の
氏
名
、
そ
の
他
『
今
昔
物
語
集
』
か
ら
話
題
の
一
部
が
参

考
と
さ
れ
て
い
る
と
す
る
指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
ア
ン
プ
ロ
ー
ズ
・
ピ
ア
ス
の

『
月
明
か
り
の
道
』
　
の
証
言
の
矛
盾
や
、
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
　
「
指
輪
と

本
」
　
の
霊
媒
師
を
借
り
た
言
葉
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
証
言
が
異
な
る
エ
ド
ガ
ー
・

ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
　
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
事
件
」
　
と
の
対
応
、
「
袈
裟
と
盛
遠
」
、
秀
し

げ
子
と
作
家
芥
川
龍
之
介
の
実
人
生
と
の
関
係
等
で
も
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

(
2
)
　
三
谷
邦
明
は
、
「
物
語
の
語
り
と
近
代
小
説
-
『
薮
の
中
』
」
　
を
読
む
あ
る
い
は
一

人
称
語
り
の
饗
宴
-
」
　
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

ま
さ
ご

つ
ま
り
、
権
力
者
検
非
違
使
に
と
っ
て
、
被
害
者
で
行
方
不
明
の
真
砂
の
　
「
清

水
寺
に
来
た
れ
る
女
の
俄
悔
」
　
や
、
屍
骸
と
な
っ
た
金
沢
武
弘
の
　
「
巫
女
の
口

を
借
り
た
る
死
霊
の
物
語
」
　
は
聞
こ
え
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
殺
害
事

件
の
犯
人
は
多
襲
丸
以
外
に
考
え
ら
れ
ず
、
事
実
、
彼
が
事
件
を
克
明
に
自
白

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
家
権
力
に
と
っ
て
、
「
俄
悔
」
や
「
死
霊
の
物
語
」
は
、

証
拠
と
な
ら
な
い
、
蔑
視
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

と
、
検
非
違
使
が
聞
い
た
の
は
四
人
の
　
「
物
語
」
　
と
　
「
多
裏
丸
の
白
状
」
　
で
語
ら

れ
る
多
襲
丸
の
告
白
の
み
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
多
襲
丸
と
い
う
盗
人
は

死
刑
と
し
て
処
罰
さ
れ
た
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

(
3
)
　
『
作
品
と
資
料
芥
川
龍
之
介
』
　
(
双
文
杜
出
版
一
九
八
四
年
三
月
)
に
お
い
て
、

三
嶋
譲
は
、
初
出
『
新
潮
』
(
大
正
一
一
年
一
月
)
　
と
『
将
軍
』
　
(
新
潮
社
大
正
一
一

年
三
月
一
五
日
)
、
さ
ら
に
『
春
服
』
　
(
春
陽
堂
大
正
一
二
年
五
月
一
八
日
)
　
に
収
め

ら
れ
た
際
の
改
訂
が
加
え
ら
れ
た
校
異
を
一
覧
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
「
薮
の
中
」
　
本
文
に
お
け
る
　
「
*
*
*
」
　
が
見
ら
れ
る
の
は
『
春
服
』
　
の
時
と
考

え
ら
れ
る
。
『
作
品
と
資
料
芥
川
龍
之
介
』
「
は
し
が
き
」
　
に
、
「
(
初
出
)
　
は
、
作
家

に
と
っ
て
必
ず
し
も
最
も
望
ま
し
い
作
品
の
姿
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
特
に
芥
川
龍

之
介
の
よ
う
に
、
推
敲
・
改
稿
を
重
ね
、
作
品
の
完
成
に
強
い
執
着
を
み
せ
た
作
家

の
タ
イ
プ
か
ら
す
れ
ば
、
(
初
出
)
　
は
む
し
ろ
そ
の
本
意
に
そ
む
く
も
の
と
さ
え
い
え

る
か
も
知
れ
な
い
」
　
と
あ
る
。
こ
の
論
で
は
作
品
の
生
成
過
程
を
論
じ
る
も
の
で
は

な
く
、
テ
キ
ス
ト
は
　
「
*
*
*
」
　
が
施
さ
れ
た
も
の
を
底
本
と
し
て
論
を
進
め
た
。

(
4
)
　
明
治
天
皇
暗
殺
計
画
の
名
目
で
無
政
府
主
義
者
二
六
人
を
起
訴
、
幸
徳
秋
水
ら
一

二
人
が
処
刑
さ
れ
た
弾
圧
事
件
。

(
5
)
　
こ
の
言
説
は
、
武
弘
の
語
り
が
、
口
寄
せ
を
借
り
た
も
の
で
あ
り
、
ロ
バ
ー
ト
・

ウ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
(
R
O
b
c
ユ
B
r
O
W
n
i
n
g
-
竺
N
.
山
.
7
-
霊
や
」
い
」
N
)
　
の
　
「
指
輪
と
本
」
　
の
霊

媒
師
を
通
じ
た
言
葉
と
の
関
連
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

(
よ
し
だ
　
た
か
し
)
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